動物性食品を避ける行動と価値観の関係 : SDGｓ推進のためのフレキシタリアン運動を目指して by unknown
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第 3節 質的調査結果① ：名古屋ビーガングルメ祭り
3.1 フィールドワーク
3.2ベジタリアン当事者へのインフォーマルインタビュー
第 4節 質的調査結果② ：ベジタリアン非当事者へのインタビュー
4.1インタビューの概要
4.2インタビューの結果








第 6節 考察 ：フレキシタリアン運動から SGDs達成へ
第 7節 本稿の貢献と今後の展望
申請先学部






される温室効果ガスが、地球全体の温室効果ガスの 14.5%を(Gerberet al 2013)、更に家畜の消化管
内発酵及び糞尿の処理、飼育場のための森林伐採、飼料の栽培などの合計として定義された「畜産」
カテゴリ ーの温室効果ガス排出量が、農業部門総排出量の 80%以上も占めていることが調査により








































































































































































































第 4節 質 的調査 結果② ：ベジタリアン非当事者へのインタビュー
4.1インタビュ ーの概要
本項ではベジタリアン非当事者を対象としたインタビュ ーを紹介する。インタビュ ーの協力者は 6










表 1 インタ ビュー調査実施協力者一覧（実施日時順）
年齢 性別 備考 実施日時
A 20代 女性 会社員；「ベジタリアン」に関する 2020年 9月 26日
知識を有する
B 30代 男性 会社員 ．；「ベジタリアン」に関する 2020年 9月 26日
知識を有する
C 20代 女性 会社員；ニュ ージーランド留学経 2020年 10月 3日
験者；「ベジタリアン」に関する知
識を有する
D 20代 女性 会社員 2020年 10月 4日















スタイルを更に深く理解する機会が得られたという 。A とBは C と同様に、ベジタリアンを更に理
解 しうる契機があったことから、ベジタリアンに対して好意的になったと話 していたq 今後ベジタリ
アンになるかどうか意向を伺ったところ、動物性食品を既に減らしている、そして今後減らしていき
たいと語った。 ' 































用した。調査の対象は、ベジタリアン ・ビーガンに該当しない層のため、まずは 2000 人 (20 代~60
代の男女それぞれ 200人）のモニタ ーからスクリーニングし、肉または魚を食べる 1693人のモニタ











アンケート の設問はすべて回答必須で、下記のように選択式 10問、記述式 2問を設定した。（設問
項目と結果の詳細は付録を参考）
①最終学歴（中学校～大学院卒までの 5択）
②ベジタ リアンに対する印象 (4択、以下は「ベジ印象」と 略す）








⑦ -3あなたが考える、肉や魚を全く消費しない食生活が健康に対する影響 (4択、以下は 「完全
菜食と健康」と略す）
⑧ベジタリアン料理の味に対する印象 (4択、以下は「味印象」と略す）










































一 良い影硲を与える 一 届召髯ら全悶委閑 一 ら哀TI全篇委ぼ 一 悪い影響を与える








な回答が多くなるのではないかと予想した。 しかし結果では、 7。2の「植物中心 と健康」に最も肯定

















































































性別 .006 n. s. 
年齢 .062 n. s. 
学歴 -.018 n. s. 
世帯収入 ・-.015 n. s. 
標準化偏回帰係数
.065 n. s. 
-.006 n. s. 
.003 n. s. 
-.017 n. s. 
(n =700 R2=.005) 











この 7変数から固有値 2.934の因子と、固有値 1.294の因子を 2つ抽出することができた。第一因子
の説明率は 41.91%で、第二因子の説明率は 18.492%である。
表3 因子の特性
因子 固有値 分散の％ 累租％
1 2.934 41.913 41.913 
2 1.294 18.492 60.404 
3 .872 12.454 72.858 
4 .656 9.376 82.235 
5 .533 7.608 89.843 
6 .397 5.665 95.508 
7 .314 4.492 100.00 
合計 7.00 100.00 100.00 
表4 共通性
変数名 因子1負荷塁 ＇ 因子2負荷盤 共通性
肉を減らすと健康 . 812 .298 .659 
完全菜食と健康 . 734 .073 .586 
植物中心と健康 . 568 .356 .346 
ベジ関心 . 557 .471 .390 
ベジ印象 . 527 .357 .308 
環境関心 .296 . 863 .746 





















析に投入し、作成したパス解析表は表 3であり 、その構造を図に表したものは図 8のパス図である。
表 5 肉を減らせる頻度についてのパス解析
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第 6節 考察：フレキシタリアン運動から SGDs達成へ
まず仮説の検証結果を下記にてまとめる。
（ア）環境保護、動物愛護、健康志向といった価値観が動物性食品を避ける行動にプラスの効果を
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付録： アンケート設問項目と集計結果
1. スクリーニング（回収期間 ：2020 年 10 月 09 日 ~2020 年 10 月 09 日 ）






162(78/84) 8.1 % 
63(37 /26) 3.2% 
1775(885/890) 88.8% 
Q2あなたは普段、お肉を食べていますか？ 度数（男性／女性）
はい、食べています 1663(822/841) 93. 7 % 
いいえ、まったく食べません 112(63/49) 6.3% 
Q3あなたは普段、お魚を食べていますか？ 度数（男性／女性）
はい、食べています 1639(801/838) 92.3% 
いいえ、まった く食べません 136(84/52) 7.7% 




中学校 18(7 /11) 2.6% 
高校 175(75/100) 25.0% 
専門学校 ・短大 ・高専 162(51/111) 23.1% 
四年制大学 292(176/116) 41.7% 
大学院 43(34/9) 6.1% 










































Q6あなたは、 H常生活で、エコ バックを持ったり 、ペットボトルを買わなかったりするような工
コ行動をしていますか？度数（男性／女性）
いつも必ずしている 138(47/91) 19.7% 
できる限りしている 309(143/166) 44.1% 
たまにしている 139(80/59) 19.9% 
あまりしていない 60(40/20) 8.6% 
















良い影響を与える 117(52/65) 16.7% 












良い影梱を与える 39(21/18) 5.6% 
どちらかといえば良い影響を与える 205(107 /98) 29.3% 
どちらかといえば悪い影響を与える 281 (128/153) 40.1% 








166(77 /89) 23.7% 




















週に 1日でも厳しい 158(91/67) 22.6% 
週に 1日 271(128/143) 38.7% 
週に 2~3 日 194(96/98) 27.7% 
週の半分以上 52(22/30) 7.4% 
ほぼ毎日 25(13/12) 3.6% 
Q12 あなたが 11問目でそのように答えた理由を教えてください。（テキスト回答）
